
 

 

 

 

 

風薫る５月がスタートしました。今回は社会貢献活動について 

校長 鈴木 章郎 
初夏の風を受け、若葉の匂いが感じられるとてもよい季節となりました。 

一日の寒暖差が大きく、日によっては、気温 30℃に届きそうな日もあります。そのた

め、熱中症には十分に気を付けていきたいと思います。 

先日、救急救命士の方からお話を聞く機会があり、熱中症で搬送される多くの方は、朝

食を食べていないとのことでした。朝食を食べることは水分補給にもなっています。各家

庭でも朝食をしっかり摂らせていただきたいと思います。 

さて、先日の全校朝会で「ボランティア（自分の意志で、自ら社会や人のために行う活

動）」について話をしました。また、先月は「グローバルボランティア月間」でした。「グローバルボランティア」

とは、世界中のボランティアを称え、世界規模でより多くの人がボランティア活動に参加していこうという取り

組みのことです。 

本校でも、これまで「社会貢献活動」を継続的に行ってきました。そして、多くの生徒がこの活動に主体的に参

加し「地域社会の一員であることの自覚」や「よりよい社会を創ろうとする意欲」を高めてきました。 

社会貢献活動に年間３回以上参加した生徒には「社会貢献活動推進賞」を学校から授与（毎年３月）し、賞賛し

ています。今後も生徒の自己有用感を育む取り組みを保護者・地域の皆様の御協力をいただき、継続してまいりた

いと思います。保護者の皆様からのお子様への声掛けを何卒よろしくお願いします。 

さて、話は変わりますが「鬼滅の刃」というアニメを知っている方も多いと思います。竈門炭治郎という主人公

が、鬼と化してしまった妹・禰豆子を人間に戻すため、仲間の鬼殺隊と協力して、鬼舞辻無惨率いる鬼と戦う物語

です。 ここで、第３話「刀鍛冶の里編」で炭治郎と禰豆子、霞柱の時透無一郎が屋敷で会話する場面を紹介した

いと思います。 無一郎が「自分の刀鍛冶の、鉄穴森（かなもり）を知らないか。」と炭治郎に聞きます、炭治郎は、

「鉄穴森さんは知っているけど、どうしたの？多分、鋼鐵塚(はがねづか)さんと一緒にいるんじゃないかな。」と

伝えます。無一郎は「鉄穴森は、僕の新しい刀鍛冶」と言うと、炭治郎は「じゃあ、一緒に探そうか。」と無一郎

へ伝えます。 無一郎は不思議そうな表情で、炭治郎へ「なんでそんなに、人を構（かま）うの？あなたには、あ

なたのやるべきことがあるんじゃないの。」と言います。すると、炭治郎は「人のためにすることは、結局、巡り

巡って自分の為になるんだよ。」と無一郎に伝えました。   

実は、無一郎は、炭治郎からこの話を聞く前に、無一郎が小さいころに亡くなった大好きだったお父さんも同じ

ことを言っていたことを思い出します。 このシーンは「刀鍛冶の里編 第８話」にあります。無一郎のお父さん

と、炭治郎が言った「人のためにすることは結局、巡り巡って自分の為になる。」という言葉を覚えておいて欲し

いと思います。 皆さんには、人のために自らすすんで行動できる人になってもらいたいと思います。「親切」「相

談」「寄り添い」など人のために行った行動やその優しい心は、いずれ巡り巡って自分の為になります。また、何

よりも人の為にもなります。これからも「社会貢献活動」や「人のためへの日常的な振る舞い」を学校内外で続け

ていきましょう。 



◆塩船観音寺写生会           

毎年恒例の３組（ときわ学級）塩船観音寺写生会を

４月２４日（金）に開催しました。待ちに待ったこの

日、つつじの花が見頃を迎え、とても良い時期の写生

会となりました。生徒たちは、塩船観音寺の代表の方

に説明を受けた後、グループに分かれ、絵を描く場所

を決めるところからスタートしました。そして、じっ

くりと時間を忘れて写生に取り組みました。 

◆令和８年度ＰＴＡ本部役員紹介 
今年のＰＴＡ総会も紙面開催となりました。本年度

のＰＴＡ本部役員は以下の方々に決定しましたので

どうぞよろしくお願いいたします。 
 

  

  

  

 

◆ダンス部ジャムフェスジャパン vol.24 in大宮(3/21土)      

     第１位★ おめでとう！    

                    

 

 

 

 

◆お知らせ【教育法務相談員および心理相談員の配置】 

 教育委員会内に、弁護士資格を有する「教育法務相談員」と、心理士資格を有する「心理相談員」が週２

日程度勤務しております。保護者の方も、いじめ問題等の御相談ができます。ただし教育法務相談員につき

ましては、個別事案の御相談には応じられない場合があります。御希望の方は、学校を通してお申し込みく

ださい。 


